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１２月は厚生労働省が定める「ハラスメント撲滅月間」 
教育サービス提供企業リオーディア・ホールディングスが 
「パワーハラスメントチェックアップ」を１２月５日リリース 

１２月２０日までの間、抽選で５団体に無料キャンペーンを実施 
 
株式会社リオーディア・ホールディングス（本社:東京都港区、代表:千名 貴志）は、２０２２年１２月５日（月）

に、グループ企業の株式会社話し方教育センター（代表:千名 友貴）およびＨＫＣ人材開発パートナーズ株式会社

（代表:田中 清貴）を通じ、法人向けに「パワーハラスメントチェックアップ」を発売します。 

 

■「パワーハラスメントチェックアップ」の概要 

ＷＥＢ上で５０個の設問に回答することによって、自分自身がパワーハラスメントを起こしてしまいかねない危険度が数値化

されるツールです。 

 

■パワーハラスメントの現状 

パワーハラスメントは、近年、社会問題として顕在化しています。都道府県労働局等に設置した総合労働相談コーナーに寄せら

れる「いじめ・嫌がらせ」に関する相談は年々増加し、平成２４年度には相談内容の中でトップになりました。その後も引き続き増

加傾向にあり、令和３年度の相談件数は８６，０３４件になっています。 

 

 

出所:厚生労働省「令和３年度個別労働紛争解決制度の施行状況」 

さらに、令和４年４月１日から、職場にパワーハラスメント防止措置を義務づけた「改正労働施策総合推進法」が施行されたこ

ともあり、企業におけるパワーハラスメントに対する危機意識は急速に高まっています。 

 

■「パワーハラスメントチェックアップ」の開発背景 

リオーディア・ホールディングスでは、「ビジネスパーソンに、自分がパワーハラスメントを起こしかねない危険度を自己点検し、自

己制御に役立てていただくことで、多くの人がより安心して働ける社会にしたい」という思いから、この度、「パワーハラスメントチェ

ックアップ」を開発いたしました。 
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■「パワーハラスメントチェックアップ」使用の流れ 

ステップ１  

「パワーハラスメントチェックアップ」を購入した企業の社員が、ＷＥＢ上で５０個の設問に回答します。 

 

＜設問＞ 

（１） 自分が間違っていたと気づいても、下位者に謝ることはしないｏｒできない 

（２） 下位者の休みの理由を詳しく把握しておくことは上司の務めだ 

（３） 能力不足と感じる下位者からは、仕事を取り上げる 

（４） 立場が下の人に対して、感情的にモノを言う傾向がある 

（５） 立場が下の人は、上位者の言うことを聞くべきだ 

（６） 反抗的な下位者には、上位者としての権力を使って凝らしめることがある 

（７） 下位者や年下の人から反論されるとイラッとする 

（８） 下位者の話を聞かず、一方的に話すことが多い 

（９） 同僚や下位者に「そんなこともできないのか」「他の人に頼めばよかった」などと言ったことがある 

（１０） 下位者を叱るときに、周囲の状況を気にすることはない 

（１１） 自分の要求を通そうとするとき、声量を高めるなど、圧力的な言い方でおこなう 

（１２） 誰にでも、言うべきことを強く言える人間でありたいと考えている 

（１３） たとえばプライベートでの買い物のとき、店員は自分（客）より立場が下だと感じてしまう 

（１４） 嫌いな相手は、あからさまに敬遠してしまう 

（１５） ストレスがあると、つい相手に当たったり、声を荒げたりしてしまう 

（１６） イライラしたとき、物にあたって発散することがある（机をたたく、椅子を蹴るなど） 

（１７） 下位者の言動が気に入らないと、ネチネチと攻撃を続けてしまうことがある 

（１８） 過去の不快を⾧く引きずってしまう 

（１９） 相手に不快を感じると、その相手と口をきかなくなることがある 

（２０） じつは、何かというと「カチン!」ときてしまう自分に気づいている           他３０問 
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ステップ２  

回答はリオーディア・ホールディングスに送られます。リオーディア・ホールディングスは、回答者一人一人の「パワーハラスメントチェック

アップ診断書」を作成し、電子ファイルで企業の担当部署にお送りします。 

 

ステップ３ 

企業の担当部署は、「パワーハラスメントチェックアップ診断書」を回答者に渡します。直接渡すこともできますし、ハラスメント防止

研修を通じて渡すこともできます。 

回答者は、「パワーハラスメントチェックアップ診断書」に表された総合点と、７つの診断要素ごとの点数から、自分がパワーハ

ラスメントを起こしかねない危険度を捉えます。 

 

＜７つの診断要素＞ 

（１） 上位者としての権利意識    

（２） コミュニケーション傾向    

（３） ストレス対応    

（４） 加害傾向    

（５） 人間関係への対応    

（６） 指導ぶり 

（７） 環境・風土    

   

 
  


